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１．加速する店舗の統廃合 

 まず加速する店舗の統廃合について、全国銀

行協会の調査ではメガバンク、地方銀行などの

店舗の数が、2001年3月末では15,301店舗あった

のですけれども、2022年3月末には13,665店舗に

なりまして、約1割の1636店舗が減少したと報告

されています。 

 よくあるのが、ブランチ・イン・ブランチとい

う手法で店舗の統合があり、実際は廃店に近い

ような形です。ブランチ・イン・ブランチすると、

支店の名前とか口座番号はそのまま引き継ぎま

すので、窓口とか貸金庫はそのまま使えるので

すが、統合先の店舗まで行かないといけない。顧

客は移管の手続きが必要ないので一見合理的で

すが、統合先の遠方の店舗まで足を運ぶ必要が

あって、お客さんの利便性は完全に無視される

という実態があります。 

 中には北海道のみずほ銀行ですけど、北海道

の函館支店がブランチ・イン・ブランチで札幌支

店と統合し、300キロ先まで行かないといけない。

300キロというと東京から名古屋の手前まで行

ける距離で、そんな統合されてしまうとお客さ

んは窓口を利用できないことになってしまう。

そういうこともどんどん行われています。 

 これも全国銀行協会の調査で、ATMとかCDの

台数も減少して20年で21%減少になっています。 

ATM は ATM コーナーにも設置されていますけれ

ど、賃料がかかりますので、台数を削減してその

賃料を削減するとか、維持するのに経費がかか

りますので、減らしています。 

 

来店客を減らすためにインターネットバンキン

グへ誘導 

 最近はよくインターネットバンキング利用を

進めています。  

 

 

 

 

 

 

窓口も今非常に人が少ない状況で、振り込み

とか振替とかいった手続きはどんどんインター

ネットでやってもらうようにしています。 

その中でインターネットバンキングの機能は充

実化しています。それで振込手数料も ATM を使

うよりも安くなっていたりして、優遇措置を設

けて、そちらにどんどん流す働きかけをしてい

ます。 

それで来店客数を減らす。預金だけですと収

益にならないので、投信の販売など収益になる

仕事を窓口の担当者がします。若い人はインタ

ーネットを使い慣れているので、特に不自由を

感じないと思うんですが、高齢者などインター

ネットの得意でない人は窓口とか ATM で手続き

をせざるを得ない。ですけれども、ATMも減少し

ているというのが実態です。 

 また窓口や ATM では、インターネットバンキ

ングよりも高額な手数料を払って振り込みをす

ることにもなるので、ここでもインターネット

が使えない人にはデメリットが大きくなってい

ます。  

 

来店予約制の導入 

 コロナで増えたと思うのですけが来店予約制

を導入している店舗もあります。来店予約制を

導入すると、少ない人員で営業できるようにな

りますので、来店予約制を導入する金融機関が

増えています。予約がないと長時間待たされた

り、ひどい場合には受け付けないということも

起きているようで、顧客本意の運営とはかけ離

れた実態となっています。 

また来店予約制を導入すると、どういうお客さ

んが来店するのか事前に調査もできるので、こ

のお客さんにはこういったセールスにしようと
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か、金融機関側にはそういったメリットもあり

ますので導入している金融機関が多いようです。  

 続いて手数料ビジネスへの転換となっていま

すけれども、手数料の値上げが相次いでいます。

両替をするのにも手数料を取ったりしています。

昔は少ない枚数の両替でしたら手数料無料でし

たが、少ない枚数の両替から手数料を取る。両替

機は故障が多いので、一部の銀行が手数料無料

だと、そこにお客さんが殺到してしまうので、ど

こかが手数料を上げると、そこに追随して上げ

ていかないとお客さんが両替のためにわざわざ

来てしまう。それを防ぐためにも、両替の手数料

をどんどん上げるということが行われています。

また ATM の振込手数料なんかも引き上げられて

います。 

 

２．手数料ビジネスへの転換 

相次ぐ手数料の値上げ 

収益構造が悪化していますので、金融機関は

個人客に負担を押し付けることが続いて、最近

では通帳発行するときに手数料を取ったり、未

利用の長い間使われてない口座も管理するのに

未利用口座管理手数料等を作って、どんどん手

数料で稼ごうということが行なわれています。 

 融資取引にかかる手数料というのも出来てい

ます。多いのが不動産融資を行う時に、利息とは

別に不動産融資の取扱手数料を取る。収益物件

としてアパートを買ってそれを賃貸に出すこと

も最近非常に多く取り扱っているのですけれど

も、そういった収益物件を購入するお客さんに

対して、10万円を超えるような手数料を取った

りしています。また不動産のプロジェクト融資

なんかでも10万円を超える手数料をとっている

ことが行われています。 

中には融資実行金額の1%を手数料で取ったりし

ているケースがあります。利息だけでは利益に

ならないので、お客さん同士をマッチングして

手数料を取ったりするとか、M&Aのお手伝いをし

て手数料を稼ぐとか、そういったことで収益と

して手数料で確保しようということが行われて

いまして、その割合も年々増加をしています。  

 

窓口では投資信託や保険販売による役務収益の

獲得へ 

 窓口で今までは定期預金とかの獲得を目指し

てやっていたのですけど、最近では投資信託で

すとか、保険を販売して役務収益を獲得するこ

とが行われています。こういった投資信託とか

保険は元本保証が無いので、 長期で持っている

分にはいいんですが、損が出たら売ってしまう

客さんもいます。 

説明が不足していたり、お客さんが理解できて

いなかったりしてトラブルになるケースもある

ようです。資産形成というのは、お客さんによっ

ては、リスクをとって収益上げたいとか、リスク

は取りたくないとかの要望があります。そうし

た色々な要望に応えていかないとなかなかお客

さんにメリットが生じないのです。値上がりし

ている場合に、「新しい投資信託に乗り換えても

っと儲けましょう」といったような販売の方法

を行っているケースもあり、顧客本位とは言え

ない状況が続いている実態があります。 

以前は、銀行は預金を獲得して、それを融資して

利益を上げるというのが成立していたのですけ

ど、マイナス金利政策も導入されまして、利息だ

けで経営をして行くというのが非常に難しくな

っています。その結果経費の削減、人件費も削減、

ATMの削減とか店舗を統合して経費を減らす。そ

して手数料などの役務収益を増やして儲けると

いう実態が浮き彫りになっているのです。 

 先ほど言いましたけども投資信託は元本保証

がないばかりか、顧客にとって必要のない商品

を売っているケースもあり、そういったことを

銀行や信金がやっていいのかいうことがあるん

ですが、残念ながら今の金融機関はこういうこ

とをやっているとのが実態になっていると思い

ます。 

 

3、働き甲斐の喪失が退職者増加の原因 

 私は神奈川銀行に勤めていまして、今年のは

じめに TOB で完全子会社化されるということで

一時話題になりました。今もその経営統合に向
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けていろいろ進められています。神奈川銀行従

組でアンケートを取ってみました。毎回同じ質

問をしているんですけど、「不満不安に感じてい

ることはなんですか」に対して、回答は「人員」

に不満を持っているのが一番多い。そして「給与

面」に不満を持っているが次に多い。三番目が

「目標設定」で、四番目が「労働環境」です。ど

この金融機関も同じなのですけど、退職者が非

常に多いことが最近の問題になっている。人員

が足りないって言っているのにも関わらずどん

どん人が辞めていく。 

最近の金融機関というのは、ブラックな職場と

いうように認識されていますので、なかなか新

人も入ってこない。人が入ってこないのに辞め

ていって、どんどん人員は減っていく。残ってい

る人たちはどんどんどんどん負担が増えてきて、

それでまた辞めちゃうという悪循環が起きてい

ると感じています。次に「完全子会社化に不満・

不安を感じる事があるか」というアンケートも

とりました。 

そうしたら「とても感じる」という人が25%、回

答した人が214人のうち53人が「とても感じる」、

「やや感じる」という人が82名で38%ですね。こ

れだけの多くの人が子会社化されたことで、不

満・不安に感じていることもアンケートから分

かりました。 

 次に「会社を辞めたいと思ったことあります

か」というアンケートもとりました。「いつも思

う」という人が57名いまして全体の27%。「たまに

思います」という人が111名でこれは全体の52%

になります。ですから辞めたいと「たまに思う」

「いつも思う」人は、全体の4分の3いる。「あま

り思わない」と「思わない」という人は全体の4

分の1しかいない。それで転職活動について、「行

っている、または行ったことがありますか」とい

う質問をしてみました。そうしたら「あります」

と回答した人35名ですね。これは回答者全体の

16%に該当します。「ある」と答えた人はだいたい

実際に転職活動をしている人になります。アン

ケートに答えた方がそこまで考えてやっている

かどうか、わからないんですけれど、あると答え

た方が16%。ネット検索を「したことがあります」

という人が80名いまして、これが37%ですね。な

ので、ネット検索とかまで含めると、大体半分ち

ょっとの人が転職に動いているという実態も浮

彫になってきています。 

 このアンケート結果からすると、「いつも辞め

たいと思っている」人が、だいたい57名いまして

転職活動している。今もしているかどうかわか

らないですけど、それが35名いるので35人はも

しかしたらすぐ辞めてしまうのではないかと危

惧をしています。 

 銀行の働き方も変わってきてまして、昔で言

えばお客さんに融資をして、お客さんも喜んで

くれて、それで地域の発展につながるとか、そう

いったことをやりがいに感じている人が多かっ

たと思うのですけど、最近ではやりがいを感じ

る機会が少ないのかなと感じています。また、社

会に貢献したいとか、地域に貢献したいって思

っている人も多いと思う。 

それで銀行を就職先に選んだ人も多いと思うん

です。ところが、実際の仕事としては投資信託と

か、保険とかお客さんのニーズがないものを販

売して、ひどい時には損をさせて、クレームにな

ってしまうということもあるので、そういった

ことを会社に入ってからわかる人も多いと思い

ます。 

そういったやりがいを感じる職場ではなくなっ

てきているのではないかと感じるところが多々

あります。そういったところを改善していかな

いといけないと思っています。店舗の統廃合で

すとか、手数料をバンバン取るというのは、お客

さんにとっても、あまり良いことではないので

そういったこともさせないようにしないといけ

ないと思っています。私からは以上になります。 
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